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「監査委員の選任方法と構成」について 

 

(1) 監査委員の選任方法と構成 

 監査委員の独立性を強化し、適正な監査を確保する観点から、

監査委員の選任方法や、監査委員の構成について、以下のような

検討を行った。 

 現行制度においては、監査委員の選任方法は、長が議会の同意

を得て、人格が高潔で、地方公共団体の財務管理、事業の経営管

理その他行政運営に関し優れた識見を有する者及び議員のうちか

ら選任することとされており、また、監査委員の構成は、当該地

方公共団体の常勤職員であった者は１人以内、議員のうちから選

任される者は２人以内とされている。 

 この点について、監査を受ける立場である長が監査委員を選任

しているため、監査委員の独立性が十分に確保されていないので

はないかといった指摘がある。 

また、議員のうちから選任されるいわゆる議選委員については、

短期で交代する例が多いことや、当該地方公共団体の内部にある

者であり、その監査が形式的になりがちではないかとの指摘があ

る。 

このため、監査委員の選任方法を、議会の選挙によることに改

め、長からの監査委員の独立性を確保することが適当ではないか

との意見があった。さらに、議会の選挙の際の候補者の選考方法

についても、地方公共団体の判断で公募ができるようにするなど

選択の余地を設けるようにすべきとの意見があった。 

また、その際には、長とともに議会も監査委員の監査の対象と

なっており、監査委員は、長からだけでなく議会からも独立した

存在とする必要があることから、議選委員を廃止し、議会は当該

地方公共団体の行政全般にわたって幅広い見地から執行機関をチ

ェックするという本来の機能を果たしていくべきとの意見があっ
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た。 

  これらの意見に対し、特に議選委員の廃止について、適任者を

選任するという観点から議員を含めて監査委員としての適性を判

断したうえで選任すべきという意見や、執行機関を監視するとい

う議会の役割にかんがみると議選委員は維持されるべきとの意見、

また、監査委員の選任について、議会の選挙だけでなく、公選に

よることも含め多様な選任方法を検討すべきとの意見もあり、賛

否両論があったところである。 

  このようなことから、監査委員の選任方法や構成については、

各地方公共団体における今後の行政運営や監査機能の強化のため

の自主的な取組の状況を踏まえつつ、監査委員を公選により選出

することも含めて引き続き検討を行う必要がある。 
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